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NPO法人FSA　2016年設立

リハビリ専門職の有志団体

2018年度より介護予防事業部が発足

福岡市を中心に活動

2021年度より大野城市共働事業を開始
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はじめに　NPO法人FSAとは



共働事業における強み

1 ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

FSAの
知識と技術

お互いを
補足する関係

大野城市の
ネットワーク



背景 大野城市の現状と課題
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基本理念
「みんながつながり・支え合う　あたたかな福祉のまちづくりを進めよう」

（約2.2万人） （約2.6万人）（人数）
高齢化率 約22％ 約25％

令和4年 10年後 20年後

約31％
（約3.2万人）



背景 大野城市の現状と課題①　
ーケアマネジャーへのアンケートよりー

1 ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

【主な理由】
・集団での活動が苦手
・他のサービスを優先したい
・必要性を感じていない

個別支援による
自助・互助活動への促しが必要



背景 大野城市の現状と課題②
ー通所事業所へのアンケートよりー
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事業目的
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訪問事業：要支援対象者のフレイル対策プロジェクト

要支援者等の身体機能およびADLの維持・改善を行い、
健康寿命の延伸につなげる

通所事業：リハビリ難民救済プロジェクト

モデル事業：専門職のネットワークづくり

【事業内容】
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訪問事業 要支援対象者のフレイル対策プロジェクト

介入期間：3ヶ月間　訪問回数：計3回（月に1回）

対象者の抽出・準備
介入：評価・指導 電話：モニタリング
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 評価項目   初回   2回目   3回目

  握力（Rt/Lt）  13.8㎏　/　16.5㎏   15.9㎏　/　10.9㎏   15.2㎏ / 16.8㎏

  Time Up ＆Go  8.19秒   14.80秒   10.7秒

 片脚立位時間（Rt/Lt）   15秒over　/　2.88秒   15秒over　/　9.8秒   15秒over/15秒

  SPPB：バランス   タンデム可（4点）   タンデム可（4点）   タンデム可（4点）

  SPPB：4m歩行   4.28秒   5.37秒   4.62秒

  SPPB：CS-5   33.25秒   28.8秒   26.7秒

 Life Space Assessment   33/120点   55.5/120点   66/120点

訪問事業 Case Study 　90代　女性　要支援2
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訪問事業 Case Study 　90代　女性　要支援2

自分では考えられないことも
教えてもらえて良かった。
毎朝テレビ体操をするように
しました。

介入効果：　筋力・立位バランス能力の改善、生活範囲の拡大

転倒リスクが軽減し、社会生活の拡大につながった。

運動指導内容についてわかりやす
く継続しやすいメニューだと思い
ました。
要支援の方は、マンツーマンのリ
ハビリ指導を受けることがあまり
なく、利用者さんにも大変好評で
した。ご本人様 担当CM
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通所事業 リハビリ難民救済プロジェクト

リハビリ専門職のいない事業所を中心に出張講座

対象施設の抽出・準備
講義 実技
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通所事業 Case Study リハビリ難民救済プロジェクト
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共働事業の実績 訪問事業について

介入8名 身体機能 内的効果

22件 5名 6 名
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共働事業の実績

事業所 リピート 満足度

4 件 1件 100
％

通所事業について



訪問事業のまとめ

1 ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

今まで これから

運動の定着や外出の増加な
どの一定の効果が認められ
た。

　

参加者のモチベーションの
管理の難しさがあった。

訪問サイクルの見直し
　

ガイドブックの修正
 

モチベーション維持のため
の道具の活用

 

フォロー体制の確立



通所事業のまとめ
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今まで これから

定期的な開催や個別の助言
を求める声もあり、必要性
を高く感じた。

　

派遣を希望しない事業所も
あり、PR不足が考えられ
た。

研修テーマのメニュー化
　

希望するテーマの選択化
 

個別相談に柔軟に応じる体
制づくり
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3年間の共働事業を経て

地域リハビリテーション活動支援事業地域リハビリテーション活動支援事業これからは として



 Thank You
今までも、これからも、「想いは共働」今までも、これからも、「想いは共働」


